
九州中学派遣報告書 

報告者：丸⼭ 真輝 
 
【担当ゲーム】  
8/4 男⼦１回戦 B1  名護（沖縄） ― ⼩ヶ倉（⻑崎） 
     CC:⼩川隆三⽒（宮崎） U1:丸⼭ U2:⼤津廉⽒（宮崎） IR:川井⽒（⿅児島）	
8/4 男⼦１回戦 B4  諫早（⻑崎） − 明豊（⼤分）	

     CC:笠真⼈⽒（宮崎） U1:松浦智光⽒（宮崎） U2:丸⼭  IR:⼩川⽒（宮崎）	
8/5 ⼥⼦順位決定戦 B3 コザ（沖縄）− 純⼼（⻑崎） 
          CC:野⽥明男⽒（福岡） U1: 末信優華⽒（福岡） U2:丸⼭ IR:川井⽒（⿅児島）	

	
【Pre-Game Conference】 
〈8/4 B1〉	

・⾹川インターハイのテーマの１つであった「処置ミス０」の共有。	

・ローテーション時の各オフィシャ役割の確認。	

・プライマリー及びプライマリーテイクの確認	

・コール・ザ・オービアス	

〈8/4 B4〉	

・シリンダーの概念に対しての確認	

・映像を⽤いてプレスデフェンスへの対応を確認（チェックアウトのタイミング）	

・ファウル時にアシストを⾏う際に気を付けるべきことの共有。（該当選⼿の番号、FT シュ
ーター等、クロック管理等）	

〈8/5 B3〉	

・ゲームの位置づけの確認（全中出場の残り１枠を賭けたゲーム）	

・プライマリーエリアの確認	

・処置ミス０の確認	

・スカウティングの共有	

	

	
【ゲームの実際】	

〈8/4 B1〉	

・序盤から CC を中⼼にテンポセット	

・両ベンチにシュート後のタイムアウト請求が遅れたことへの注意を与えた。	

・数回エリアを超えて CC からセカンダリーの笛が⼊った。	

・ミッドレーンにてファウル（C）とトラベリング（T）のブラージ。	



〈8/4 B4〉	

・パンフレットで確認したが想像以上に⾝体能⼒の差が⼤きかった。	

・⾃⾝が複数回プライマリーを超えて笛を⼊れてしまったケースがあった。	

・試合終盤に⽩チームが激しくプレッシャーをかけてきて再度テンポセットを⾏った。	

	
〈8/5 B3〉	

・出だしは CC を中⼼にテンポセット	

・数回 W コールがあったがアイコンタクをとりプライマリーテイクをした。	

・試合終盤に速攻時の不必要なコンタクトに対してコミュニケーションをとり UF へとグレ
ードアップした。	

	
【Post-Game Conference】 
〈8/4 B1〉	

・CC がオーバープライマリーをしなくてはいけなかった原因。プライマリーのレフェリー
の⾒ていたもの。	

・クルー全員がゲームフローを把握していたか。（把握できる余裕があったのか）	

・ブラージの確認。	

〈8/4 B4〉	

・CCM とは？	
・プライマリーエリアが正しく理解されていたのかの確認	

	
〈8/5 B3〉	

・IR の⽅からの客観的なゲームの総評。	

・プライマリーエリアを超えたケースの確認。	

・UF の適⽤がコミュニケーションを含めて正しかったのか。	

	
【全体を通して】 
⾃⾝にとっては故郷「宮崎」での審判派遣となりました。久しぶりにお会いする⽅がたくさ
んいらっしゃった中での審判ということもあり、より⼀層⾝が引き締まる思いとなりまし
た。今回ゲーム前にしようと思ってできたこと、できなかったことたくさんありましたが⾃
分の中でできたことの⽅が多くあり今までの試合とは違った⼿応えを感じることもできま
した。これから審査会を迎えるにあたっていい意味での⾃信へと繋げることができました。
謙虚に素直に県内での活動へと繋げていきたいと感じました。また、今回の派遣に際しまし
て派遣いただきました⿅児島県の原⽥審判⻑、開催権の宮崎の⼩川審判⻑をはじめとした
役員の⽅々に深く感謝申し上げます。拙い内容ではありますが以上をもちまして派遣報告
書と致します。ありがとうございました。 


